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評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 取組の状況
達成
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学校関係者評価者による意見

<目標>人材育成 【成果指標】 職員の学校運営への参画意識

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<目標>いじめ・不登校早期発見・対応 【努力目標】 未然防止策の実施、組織的な問題対応

Ａ：迅速的確に対応が行われている

Ｂ：対応している

Ｃ：対応に問題がある

Ｄ：対応できていない

<目標>指導力の向上 【成果指標】 教師の研修・研究への意欲

Ａ：「学びの集団」になっている

Ｂ：研修や研究への意欲が高い

Ｃ：研修や研究への意欲はある

Ｄ：意欲が低く向上が見られない

<目標>「わかる・できる」授業の推進 【満足度指標】 児童の授業への満足度

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<目標>学力の定着 【努力指標】 問題や弱点の把握と解決の授業実践

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<目標>読書活動の推進 【成果指標】 月８冊以上読書する児童数

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<目標>親和的な集団づくり 【満足度指標】 児童の学校・学級での満足度

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<目標>道徳教育の推進 【努力指標】 別様に基づく授業実践率

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<目標>情報モラル教育の推進 【成果指標】 年間計画に基づく授業実践率

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満
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今後の方向性
（改善計画等）
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今後も特別活動・児童会活
動・委員会活動・クラブ活動
等を充実させる。また，児童
が互いのよさを認め合えるよう
な活動を工夫し，自己有用感
の向上と,親和的な集団作り
を推進する。

今後は、教科化に向けての
評価の方法などを考え、より
効果的な道徳教育の在り方
を考えていきたい。

今後も、学年の実態に応じた
情報モラル教育を取り組んて
行く必要がある。特に、携帯
電話やスマートフォン、イン
ターネットの危険性を今後児
童や家庭にも積極的に伝え
ていき、児童を守る手立てを
考えていく必要がある。

「十分取り組んでいる」「取
り組んでいる」と答えてい
る教職員１００%
各学年とも計画的に道徳
教育が実践されている。

A

「十分に取り組んでいる」
「取り組んでいる」と答えた
教職員１００％
各学年とも計画的に情報
モラル教育が実践されて
いる。 A

「学校や学級での毎日が楽し
い」と答えた児童９５％,「周り
の人にやさしくしたり,親切に
したりしている」と答えた児童
９４％
ほっとカードや人権集会の取
り組みなどにより，親和的な
学級作りが進み,児童は安心
して学校生活を過ごすことが
できた。

親和的な学級作りが
進み、共感的な人間
関係が醸成されてい
る。

②
　
確
か
な
学
力
の
育
成

「わかった」「でき
た」と達成感や成就
感を感じる授業作り
が推進されている。

A

道徳教育年間指導計
画（別葉）に基づ
き、計画的に授業実
践が行われている。

横断歩道で，止まってくれ
た車に頭を下げてお礼を
言う児童。それを下級生に
も促す上級生。
良い縦のつながりができて
いる。
今江地区の良さ，財産で
ある。

「月8冊以上読書する
児童数」は9月77％、
10月８７％、11月
89％、12月88％、どの
月も90％には届いて
いないが、平均貸出
冊数は、125.6冊とな
り、市の目標を超えて

Ｂ

企画委員会において，学
校の抱える課題や重点取
組事項について共通理解
を図りながら部会間の連携
を図っていく。今後も，教職
員一人一人が学校経営ビ
ジョンの具現化に向け，組
織的協働的に取り組んで
いく。

今後も職員同士で児童の
情報を共有し,「報告・連
絡・相談」を徹底する。ま
た,あたたかな人間関係作
りやいじめ・不登校対応に
ついて考える校内研修の
充実に努める。

「深い学びにつながる主体
的・対話的な授業づくり」に
向けて、さらに研修・研究を
行っていきたい。

A

「十分に取り組んでいる」
「取り組んでいる」と答えた
教職員100％
定期的に校務分掌部会
が開かれ，主任や担当者
を中心に十分な話し合い
がなされ，質の高い提案，
さらに教育活動の実践へ
とつながっている。

一人の児童の一月の
読書量が８冊を超
え、市の読書目標年
間１００冊達成され
ている

全教職員で問題を把
握した上で、本校児
童の弱点補強策を学
校全体の課題として
取り組んでいる。

「十分に取り組んでいる」
「取り組んでいる」と答えた
教職員100％
校内研修を通して,いじ
め・不登校への対応や未
然防止の方策を共通理解
した。また，問題に対して
は管理職への「報告・連
絡・相談」を徹底し,組織
的な対応を行った。
「十分に取り組んでいる」
「取り組んでいる」と答えた
教職員100％
模擬授業や指導案検討
を踏んだ研究授業や部会
授業がしっかりと実践され
た。それらから得た成果
を、さらに自分の授業に
活かすことができた。

「わかった」「できた」と
感じている児童９５%
児童の意欲を引き出
す課題提示の工夫や
学習内容の定着を確
認する適用題に確実
に取り組むことができ
た。

しっかりと話を聞ける児童
が多いと感じる。
主体性の弱さも感じるが，
今はしっかりと話を聞ける
というこの良さを大切にし
てほしい。
大きな集団である中学校
に進んでも，流されない芯
の強さを持った児童に，小
学校の間から育てておい
てほしい。

ふりかえり活動や学び合い等
を通して、児童自身が「できる
ようになったこと」を実感でき
る工夫をしていきたい。

形成的評価を重視した「習
得」と「定着」を図る取り組み
の継続および開発を，今後も
積極的に行う。

月8冊に届かない児童は、各
クラスで固定されていることが
わかった。そのような児童へ
の声かけや図書館へ連れて
行く等の支援をさらに行って
いく。

組織的な運営は大変大切
なことである。
今後も，組織的な運営を
心がけていただき，いじめ
問題対応や学力の向上に
努めていただきたい。

A

A

教員個々の安全意識や危機管
理能力を高め、いじめ等に組
織的に迅速的確に対応する。

主任等のリーダー
シップのもとで、各
分掌が組織的に運営
されている。

いじめ基本方針に基
づき、未然防止、早
期発見し、問題等に
は適切な対応ができ
ている。

意欲的に研修や研究
に取り組み、自己の
授業力や指導力の向
上につなげている。

情報教育指導計画に
もとづき、計画的に
授業実践を行われて
いる。

各教科・領域等と関連した読
書活動を工夫改善し、児童に
望ましい読書習慣を確立す
る。
【学びの指針＋８条】

自　　己　　評　　価

A

「十分に取り組んでいる」
「取り組んでいる」と答えた
教職員100％
「学力調査に基づくチェッ
クリスト」「週末プリント・テ
スト」等，児童の弱点を把
握し，補強する取り組み
を，全校共通で行うことが
できた。

A

特別活動・児童会活動・委員
会活動・クラブ活動等を充実
し、自尊感情を高め、親和的
な集団作りを推進する。

ねらいを明確にした「わか
る・できる」授業で児童に学
ぶ楽しさと成就感を与える。
【学びの指針＋１・３・６
条】

学力調査の分析結果を共通理
解し、適切な対応に迅速に取
り組み、学力向上と定着をめ
ざす。
【学びの指針＋１１条】

①
　
組
織
的
な
学
校
運
営

主任等を中心に、教員の専門
性と同僚性を活かし、協働す
る学校作りをめざす。
【学びの指針＋１１条】

教員研修と学校研究を充実に
より、教師の人間力・授業力
の向上を図る。
【学びの指針＋１０条】

③
　
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

道徳の時間を充実させ、豊か
な体験活動とつなげること
で、心に響く道徳教育を推進
する。

情報社会で適正な活動を行う
ための基になる考え方と態度
を、教育活動全体の中で学
ぶ。
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自　　己　　評　　価

<目標>よりよい生活習慣の確立 【満足度指標】 児童の健康や生活への意識

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<目標>体力の向上 【努力指標】 課題に基づく授業の創意工夫

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<目標>学校からの情報発信 【満足度指標】 保護者の満足度

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<目標>郷土愛の育成 【満足度指標】 児童の地域の方への感謝の割合

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

<目標>家庭学習の習慣化 【満足度指標】 学年に応じた家庭学習達成者の割合

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

④
　
健
や
か
な
体
の
育
成

「各種便りで親子のコミュ
ニケーションをとっている」
と答えた保護者８８％
HPや学級通信等を通し
て、学校行事や各学年の
行事、授業の様子を更新
し、学校の様子を伝えて
いる。

Ｂ

学校側がお便りやＨＰで情
報を発信しているのに，十
分なコミュニケーションがと
れていないのは残念に思
う。「お便りは？」と保護者
の方からコミュニケーション
をとれるようになるといい。

休日も子どもは忙しく，子
ども会行事等への参加率
は高いとは言えない。
地域行事の企画運営を，
上級生（６年生や中学生）
に任せてみる方法も考え
てみたい。

ノーゲームデー・家庭学習
強化週間周知のメール配
信は，良い方法である。是
非継続していただきたい。

今後も、児童の学校での様子
が家庭に伝わるよう、各種便
りを配布する。ホームページ
も定期的に全学年が更新さ
れるよう積極的に行っていく。

今後も，地域人材やふるさと
教材を活用する学習の，計画
的な実施や開発を，積極的
に行っていく。

Ａ評価とはなっていないが、
年々回を重ねるごとに達成者
数は上がっている。今後も、
具体例を提示しながら取り組
みを継続し、児童への声か
け・指導をしていく。

「今江町や今江小学校が
好き」と答えた児童94％
農業体験や歴史講話，地
域行事への参加等，地域
人材と関わる活動を計画
的に，数多く実施したこと
で，児童にふるさとへの誇
りや感謝の思いを培うこと
ができた。

A

目標時間「10分×各学年＋
30分」の達成者数75．7％。
第1回目（70.8％）より達成者
数は増えている。「家庭学習
の習慣が身についている」と
答えた保護者90％。週末プリ
ントや漢字プリント、自学ノー
トの掲示等、具体的な取り組
みを提示し、学習意欲を高め
てきた。宿題を中心に家庭学
習の習慣化が図られている。

Ｂ

[健康な体をつくるために進
んで取り組んでいる]と答えた
児童９２％。学年に応じて食
育指導を行い、学校保健委
員会では目の健康や姿勢に
ついて学習し、家庭への呼び
かけを行った。また、夏季は
脱水症予防の呼びかけを、
冬季に入ると感染症予防の
ため手洗い・うがいの呼びか
けを常に行い、自ら健康を意
識できるよう促した。

A
安全な登下校のために，
通学路の見直しを検討し
てはどうか。

まだ危険な自転車の乗り
方をしている児童が見られ
る。
学校地域共に指導を継続
していきたい。

今後も生活チェックカードを継続
して行っていく。食育授業や学校
保健委員会、その他様々な機会
を捉えて、児童の健康な生活へ
の意識を高めていく。

本年度は立ち幅跳びの記録向
上を達成することができたが，本
校の体力の課題はまだ多い。そ
の中でも「投能力」は県平均を大
きく下回っている。来年度は「投
能力」の向上に力を注ぎ，ソフト
ボール投げの記録向上に向けて
取り組んでいく。

「十分に取り組んでいる」
「取り組んでいる」と答えた
教職員100％
今年度は体力・運動能力
調査の中でも県平均を下
回る「立ち幅跳び」の記録
向上に重点を置き，取り
組んだ。学校全体で取り
組んだ結果，全学級で１０
ｃｍ以上の大幅な伸びが
見られ，跳能力の向上を
達成できた。

A

基本的生活習慣が確
立し、家庭学習が習
慣化している。

体力テスト結果をも
とに、本校の児童の
課題解決のための指
導を工夫している。

家庭学習の習慣化を、保護者
と共通の目標を持って達成の
ために連携をする。
【学びの指針＋８条】

⑤
　
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

各種便りやホーム
ページでの情報をも
とに家庭でのコミュ
ニケーションが増
え、児童の学校生活
がわかる。

「今江小学校」や
「ふるさと今江町」
を誇りに感じてい
る。

児童自身が健康や生活に関心
を持ち、よりよい生活習慣や
食生活づくりを推進する。
【学びの指針＋８条】

「生活チェックカー
ド」等に取り組み、
児童の自己管理能力
を高める。

各種便りやホームページで積
極的に保護者や地域に情報発
信し、学校教育への参画を進
める。
【学びの指針＋９・１２条】

地域人材の活用と、ふるさと
学習の推進、地域行事への積
極的参加を促し、郷土愛の育
成に努める。
【学びの指針＋１２条】

体育授業や生涯スポーツの工
夫改善で、体育指導の充実を
り、体力の向上をめざす。


